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令和３年１月１３日  

経 済 産 業 部 

保 健 福 祉 政 策 部 

障 害 福 祉 部 

子 ど も ・ 若 者 部 

 

世田谷区ひきこもり支援に係る基本方針（案）について 

 

 

 

 

 

 

１ 主旨 

ひきこもりを含めた８０５０問題が社会問題となっている中、世田谷区はこれまでも、ひ

きこもり状態にある方の支援に関して、生活困窮、若者、障害等の各分野における支援を通

じて、庁内関係所管及び各支援機関が協力しながら取り組んできたところである。 

令和２年６月から７月にかけて、区内の支援機関を対象に実施したひきこもり実態把握調

査結果や現在の各支援機関の状況等を踏まえ、ひきこもり状態にある方に支援を行う場合の

課題を整理し、今後、区がひきこもり支援の施策や事業等に取り組む際の指針となる、世田

谷区ひきこもり支援に係る基本方針（案）（以下「基本方針案」という。）を取りまとめたの

で、報告する。 

 

２ 基本方針案について 

別紙１ 基本方針案【概要版】 

別紙２ 基本方針案 

 

３ 基本方針案を踏まえた段階的な取組み 

（１）令和３年度の取組み 

・区内のひきこもりに関連する支援機関における現状の課題解決に向けて、①多機関協働、

②アウトリーチを通じた継続的支援、③参加支援（発達障害など当事者の特性等に応じ

た居場所）の３事業を行うことで、既存事業の支援機能強化を図る。実施にあたっては、

特定財源として国の重層的支援体制整備事業を活用する。（別添１、２参照） 

・メルクマールせたがや、ぷらっとホーム世田谷等での実績、多職種・多機関連携のノウ

ハウの蓄積を有効活用する。特に、ひきこもり支援に係るアセスメント等において、こ

れまでのメルクマールせたがやでのノウハウの蓄積について、ぷらっとホーム世田谷と

共有化についても検討を進める。 

 

（付議の要旨） 

ひきこもり状態にある方に支援を行う場合の課題を整理し、今後、区がひきこもり支援

の施策や事業等に取り組む際の指針となる、世田谷区ひきこもり支援に係る基本方針（案）

を取りまとめたので、報告する。 
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（２）令和４年度の取組み 

・ぷらっとホーム世田谷とメルクマールせたがやの両支援機関を、三軒茶屋駅近くの建

物（太子堂４－３－１）に令和４年４月を目途に移転し、「（仮称）ひきこもり相談窓口」

を開設し、４０歳以上のひきこもりも含めた相談窓口に位置づける。 

ひきこもり状態にある当事者及び家族等からの相談は、この窓口でぷらっとホーム世

田谷がまず受付をして、相談者の希望内容や年齢、課題等に応じて、当事者を各支援機

関に確実に繋ぐ役割を基本とし、必要な対象者には、各機関が協力して、アセスメント

を実施する。 

・開設までの期間は、「メルクマールせたがや」と「ぷらっとホーム世田谷」の双方の強

みを活かしながら相互補完的に連携強化を図るため、それぞれの専門性を活かしたコン

サルテーションの方策をモデル的に実施しながら検討する等、開設に向けた準備期間と

しての取組みを進める。 

・なお、「ひきこもり相談」という名称は、当事者の心理的な障壁となり得ることから、

開設までに当事者や関係者からの意見を踏まえて慎重に検討する。 

・世田谷若者総合支援センターに「メルクマールせたがや」と併設されている「せたが

や若者サポートステーション」の移転については、同時に移転する方向で現在調整中で

ある。 

（３）令和５年度以降の取組み 

・生きづらさを抱えた４０歳以上の支援のさらなる充実、当事者の特性等に応じた居場所

の展開・拡充、ピアサポート活動の支援などの今後の支援策については、各事業の令和

４年度の取組み状況をみながら、仮称ひきこもり支援関係機関連絡協議会等からご意見

をいただき検討を進める。 

令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

生活困窮 

の支援 

ぷらっとホーム世田谷 

生きづらさを抱えた 

若者の支援 

メルクマールせたがや 

三軒茶屋に移転 

三軒茶屋に移転 

（＋アウトリーチ支援） 

（＋多機関協働） 

（＋参加支援） 

居場所 

ピアサポート活

動の支援 

当事者の特性等に応じた

居場所の展開・拡充 

生きづらさを抱えた 

40歳以上の支援充実 

（仮称）ひきこもり 

相談窓口 
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４ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年 ２月  福祉保健常任委員会報告（基本方針案） 

 ３月  基本方針策定 

４年 ４月  ぷらっとホーム世田谷及びメルクマールせたがやを三軒茶屋駅近く 

の建物（太子堂４－３－１）に移転し、「（仮称）ひきこもり相談窓口」

を開設 

 


